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川野 江里子 

（ 要  旨  ）  

(Summary) 

本論文は「日本に移住した外国人における居住空間に対する認知的枠組みとしての図式とその形成に関す

る研究」と題し、以下の6章から構成されている。  

 

第１章「序論」では、研究の背景として本論で着目する外国移住について環境移行の観点から異文化居住

経験に伴う変化やその過程と、環境知覚の観点から経験に基づいた知識を体制化した認知的な枠組みで我

々が周囲の環境を知覚していることを述べ、住環境を認識する際に用いる認知的枠組みを「居住空間の図

式」と呼称し、文化的背景や居住経験がこの「居住空間の図式」の形成に関わっていることを述べ、既往

の研究ではこの認知的枠組みから異文化居住経験と居住空間の認識について捉え論じられていないことを

指摘している。その上で本研究の目的として、日本に移住した外国人の日本の居住空間の認識および「居

住空間の図式」の形成過程について明らかにすること、加えて、日本の居住空間の認識を明らかにする過

程で抽出される日本の居住空間の特質について日本の居住空間の特異性および他地域との共通性から整理

することで、日本の居住空間の認識における「居住空間の図式」形成の過程について明らかにすることを

述べている。 

 

第２章「日本文化に触れた文化人・知識人による日本移住後の日本の居住空間の認識  ―明治以降日本に移

住した外国人による書籍を対象とした文献調査」では、明治以降の日本文化に触れた文化人・知識人によ

る明治から平成に出版された書籍を対象として、日本に移住した外国人の日本の居住空間の認識及びその

変化を明らかにすることにより、居住空間の捉えられ方の特徴やその変遷を整理している。そこから、外

国人の認識する日本の居住空間の物理的特質と行動的特質やそれに付随する印象や評価を表す項目とし

て、「床座生活にまつわる生活様式および習慣」「居住空間の簡素さ」「自然とのつながりおよび向き合

い方」「部屋の広さ・天井高についての認識」「仕切りとその機能性」「快適性にまつわる感覚」「伝統

的な建築要素」「都市の様子」「宿泊施設として日本の旅館」を抽出している。時間経過に伴う居住空間

の認識や住まい方の変化は「床座生活にまつわる生活様式および習慣」において見られ、身体的対応を伴

う適応があることを明らかにしている。  

 

第３章「東京に在住する外国人の日本の居住空間の認識  ―東京在住の外国人を対象とした質問紙調査」で

は、質問紙調査を用いて、外国人の現在の居住空間の認識や住まい方を明らかにすることにより、外国人

の日本の居住空間の捉え方を整理した。なかでも、「居住空間の図式」更新について探る第４章に先立

ち、図式形成に関わっていると想定される個人の文化的背景、居住経験に相当する居住年数や居住空間の

選択基準と日本の居住空間の認識との関わりを検討している。居住期間の長短に拠らず、住居の選択基準



2013.8改訂 

Revised August 2013 

 

として居住空間の雰囲気や印象を基準項目に挙げた群と挙げていない群とでは、居住空間の広さの評価に

差異が認められたことを明らかにし、居住空間を認識する際に用いる認知的枠組みによって居住空間を認

識するという「居住空間の図式」と符合するプロセスがある可能性を推察している。  

 

第４章「東京に在住する外国人の日本における住まい方の変化の対応と居住空間の認知構造からみる「居

住空間の図式」形成の過程 ―東京在住の外国人を対象としたインタビュー調査」では、第３章の推察を踏

まえ、インタビュー調査を用いて、東京在住の外国人の日本の居住空間と住まい方の認識を明らかにし、

日本居住後の居住空間における「住まい方の対応」から「居住空間の図式」の形成を考察している。「住

まい方の対応」では、維持、拒絶、適応・新規、適応・代替、妥協、諦観の６種の対応を抽出・分類し、

このうち積極的な住まい方の変化が見られた「適応・新規」「適応・代替」において、「居住空間の図

式」が更新されていることを推定し、上位概念との関係から検討している。「適応・新規」「適応・代

替」ともに「居住空間の図式」は更新されており、「適応・新規」は日本の居住空間の特質に即した住ま

い方に接し積極的に受入れ実践している一方で、「適応・代替」では、自国で価値を置いていた住まい方

の本質的な部分を日本の居住空間において代替可能な住まい方の中に見出し、自国での住まい方から上位

概念を基軸として日本の居住空間に即した新たな住まい方へと翻訳していることを明らかにしている。 

 

第５章「日本の居住空間の認識の中で形成される「居住空間の図式」の構造  ―文献調査と質問紙・インタ

ビュー調査との対照」では、第２章の文献調査で得た明治以降現代に至るまでの外国人のみた日本の居住

空間の認識と住まい方さらにはその変化と、第３章の質問紙調査および第４章のインタビュー調査で得た

現在の東京に居住する外国人の捉えたそれらとを対照し、日本の居住空間の特質と「住まい方の対応」と

の関わりを整理している。その上で日本の居住空間の他地域との共通性と特異性を明らかにし、さらには

日本の居住空間の認識における「居住空間の図式」形成の過程について、特異性のある日本の居住空間の

特質について、その特質の価値の評価によって更新の有無が異なることを明らかにしている。  

 

第6章「結論」では、以上の議論を総括し、本論文の結論とする。日本に移住した外国人の日本の居住空間

の認識および「居住空間の図式」形成の過程において、日本の居住空間の特質に即した住まい方の積極的

な変化には新たな「居住空間の図式」の獲得や翻訳がなされており、居住空間に対する抽象的・心理的な

価値に見合った新たな住まい方を実践できる場合に「居住空間の図式」が更新されることを明らかにし

た。 

 

備考：論文要旨は、和文2000字と英文300語を1部ずつ提出するか、もしくは英文800語を1部提出してくださ
い。 

Note: Dissertation summaries must be written in either of the following formats: (A) both in Japanese (approx. 

2000 characters) and in English (approx. 300 words), or (B) in English (approx. 800 words). 

注意：論文要旨は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な
範囲の内容で作成してください。  

Important: Dissertation summaries will be published online on the Tokyo Tech Research Repository (T2R2). 

Do not include information treated as confidential under certain circumstances. 
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  川野 江里子 

（ 要  旨 ） 

(Summary) 

This dissertation explores how people from different countries living in Japan perceive the dwelling 

environment in Japan, and how they update their schemata of the dwelling environment through their living 

experience there as illustrates the uniqueness of the dwelling environment in Japan, as well as the 

commonalities with other regions and countries. It consists of the following six chapters:  

 

Chapter 1 describes the purpose of the dissertation after clarifying the research perspective and the structure of 

it from the perspective of environmental transition and the cognitive framework of environmental perception.  

 

Chapter 2 analyses the characteristics of how dwelling environment are perceived and their changes based on 

the literature survey by clarifying the perceptions and changes in the dwelling environment in Japan by people 

from various countries who have lived or traveled in Japan.  

 

Chapter 3 discusses the perception of the current dwelling environment of people from various countries living 

in Tokyo based on the questionnaire survey. 

 

Chapter 4 clarifies the perceptions of people from various countries living in Tokyo about the dwelling 

environment and living styles of Japan and how it changed based on the interview. The result indicates the 

formation of the schemata of dwelling environment from the "correspondence of living styles" in dwelling 

environment after living in Japan.  

 

Chapter 5 contrasts the literature survey, questionnaire and interview survey of the perception of the dwelling 

environment in Japan and the way of living, as well as their changes and summarises the relationship between 

the characteristics of the dwelling environment in Japan and the "correspondence of living styles". It then 

clarifies the commonalities and uniqueness of the characteristics of the dwelling environment in Japan with 

other regions, and furthermore, regarding the process of forming a "Schemata of the dwelling environment" in 

the perception of it in Japan, clarifies that the characteristics of it differ in terms of whether they are updated or 

not, depending on the evaluation of the value of these qualities.  

 

Chapter 6 summarises the findings of the chapters and concludes the dissertation.  
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備考：論文要旨は、和文2000字と英文300語を1部ずつ提出するか、もしくは英文800語を1部提出してください。  

Note: Dissertation summaries must be written in either of the following formats: (A) both in Japanese (approx. 2000 characters) 

and in English (approx. 300 words), or (B) in English (approx. 800 words). 

注意：論文要旨は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容で作成してく

ださい。  

Important: Dissertation summaries will be published online on the Tokyo Tech Research Repository (T2R2). Do not include 

information treated as confidential under certain circumstances.   


